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（人為起源の撹乱が北海道北部冷温帯混交林の炭素循環に及ぼす影響に関する長期評価）

  森林の撹乱は、生態系の炭素の循環に大きな影響を与えると考えられているが、その定量

的な評価は十分に行われていない。申請者は森林伐採や温暖化といった人為的な撹乱が森林

生態系の炭素循環に与える影響について、北海道北部の針広混交林における長期観測結果に

基づいて明らかにし、その複合影響について考察を行った。申請論文の構成は、以下の通り

であった。

1章「序論」

2章 「 森 林 伐 採 が 生 態 系 の 二 酸 化 炭 素 収 支 に 与 え る 影 響 に つ い て 」

3章 「 温 暖 化 が森 林土 壌か らの 二酸 化炭 素放 出に 与え る影 響につ いて 」

4章暖d瞑変動が森林の落葉・落枝量に与える影響につしゝて」

5章晞忿合討論」

  申請者は、1章において申請論文の構成とそれらのっながりについて、丁寧な説明を行っ

た。2章の森林伐採が生態系の二酸化炭素収支に与える影響について、微気象長期観測デ一

夕を解析することにより定量的に明らかにした。重要な結論としては、「北海道北部の針広

混交林における森林伐採は、二酸化炭素の吸収源である森林を、大量の放出源へと変化させ

ること」、また「一旦二酸化炭素の放出源となった森林が再度吸収源へとなるために7年を

要したこと」、倣出源であった期間に放出した二酸化炭素の総量を、その生態系自身が回

収するためには、今後さらに8一34年必用となること」であった。この章において、伐採

後に、主に土壌が二酸化炭素の大きな放出源となることも明らかにした。

  3章では、温暖化がおこる場合、土壌炭素が十分に蓄積されている森林において、どの程

度二酸化炭素の放出カ活発となるかについて、5年間の実験的観測により明らかにした。こ

の章の重要な結論は、「土壌に有機物が豊富に蓄積されている森林において、地温を3℃上

昇させた場合、土壌の微生物による有機物の分解および二酸化炭素の放出量が、対象区より

も平均80％増加すること」、「5年の実験期間において、この増加率に減少傾向は認めら

れないこと」であった。3章の結果より、土壌に有機物が豊富に蓄積している森林では、温
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暖化環境下で、より多くの二酸化炭素の放出カ瀧醉売しておきることを明らかにした一方で、

次の疑問を設定した。「気温の上昇により、土壌からは多くの二酸化炭素を放出するが、土

壌への炭素の蓄瞶速度も気温上昇により増加する場合は土壌の炭素収支は変化しない可能性

も残されている。土壌への炭素蓄積の主な経路である落葉・落枝量は気候変動にどのように

応答するのか」。

  この疑問 を明ら かにす るため に、4章において16年におよぶ森林の落葉・落枝量の変動

データと様々な環境要因との相関を解析し、年間の落葉・落枝量に与える環境要因について

考察を行った。その結果、針広混交林においては、春先の日射量のみ、その年の落葉・落枝

量を増加させる効果が認められたが、気温や降水量を含む他の環境要因の変動とその年の落

葉・落枝量との間に相関は認められなかった。このことから、気温上昇による落葉・落枝量

の 増加が、土壌炭素の減少を抑制する効果は期待できないことを考察した。2―4章の結果

と考察より、最終章において、森林伐採に伴い予測される土壌炭素の減少は、気温上昇が伴

う場合、その減少傾向を促進させる可能性が高いこと、またこの減少を抑制する効果として、

温暖化環境下における落葉・落枝量の増加は見込めないことを考察した。以上の公開発表の

後、論文内容に関する質問・意見カ済せられ、これらの質問・意見に対して学位申請者は概

ね適切な説明を行った。

  以上のとおり、申請者は人為起源の撹乱が北海道北部の混交林の炭素循環に及ぼす影響つ

いて、長期観測・実験データに基づいて定量的な評価を行い、多くの新たな知見を得た。こ

れらの知見は、今後の北方林の炭素管理に貢献するところ大なるものがある。よって、申請

者 は 博 士 （ 環 境 科 学 ） の 学 位 を 受 け る の に 充分 な 資 格 を有 す る も のと 判 定 し た。
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